
第6次青梅市総合長期計画　「まちの将来像」案
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　青梅市が誇るべき里山や多摩川などの豊かな自然環境（＝緑と清流）と、脈々と受け継いできた歴史や文化（＝歴史と文化）といった魅力あふれる地域
資源に囲まれ、快適な生活基盤と産業が整った環境の中で市民が生き生きと活力に満ちくらしを営むことができ（＝活力あるくらし）、日頃から心がかよい
あう地域コミュニティの温かさを感じられる、心のふれあいのあるまち（＝ふれあいのまち）を描いています。

参考資料１

緑と清流、歴史と文化、活力あるくらし、ふれあいのまち　青梅　―ゆめ・うめ・おうめ―

みどり・くらし・こころ豊かに　未来へつながるまち　青梅　―ゆめ・うめ・おうめ―

　「みどり豊か」は、青梅の花や木々、里山や多摩川など自然とのふれあいを大切にするとともに、豊かな自然を未来へと引き継いでいく意思を表します。
　「くらし豊か」は、子育て、仕事、余暇など生活のあらゆる場面において、青梅で暮らしていてよかったと実感でき、住み続けたいまちを目指します。
　「こころ豊か」は、日頃から人々の心がかよいあい、みんなで地域を支え合うことで、安全・安心を享受できるまちを育んでいきます。
　これらの豊かさが、次代を担う子どもたちにたくさんの夢と希望を与え、未来へとつながり、子供やお年寄り、地域に暮らすあらゆる世代の市民が希望に
満ちた、持続可能なまちへと向けて歩んでいきます。


